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おもな内容

　本紙に掲載している各種イベントなどは新型コロナウイルスの
影響で中止や延期、内容が変更となることがあります。
　最新の情報は、各問合せ先へ確認してください。
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～
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私の国はこんなところ

　バングラデシュには、夏、雨季、秋、霜季、
冬、春の６つの季節があります。季節の多様
性が文化を多様にし、年間を通して多くの伝
統行事が行われています。観光の街コックス

バザールは、世界で最も長いビーチがある美しい街です。国の南部に
ある世界遺産「シュンドルボン」は、世界最大のマングローブ天然林
として知られ、有名なロイヤルベンガルトラのほか、多種の動植物が
生息しています。国土は、何百もの川とその支流により形成されてい
ることから「川の国」ともいわれます。
　バングラデシュでは豊かな自然の中で、生物の多様性を学ぶ体験が
できます。

南魚沼市に住んで感じたこと

　南魚沼は景観美、上質なお米、冬のスポーツなどで有名です。私は、
窓越しに四季折々の自然の美しさを感じて過ごすことを楽しんでいま
す。夏は緑がまぶしく、 秋は色とりどりの紅葉が見られ、冷たい風が
気持ちいいです。冬は白い雪が清らかです。そして春には桜の穏やか
な景色を眺めながら、南魚沼で過ごす時間を心から大切に思いました。
四季を楽しめるこの街で過ごせていることに感謝しています。

雪
国
か
ら
の
挑
戦
②

�

～
市
報
２
月
１
日
号
か
ら
の
連
載
～

　
小
さ
な
雪
国
の
自
治
体
首
長
が
、
小
泉

環
境
大
臣
と
橋
本
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
に
面
会
し
て
何

を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
。

　
多
忙
な
公
務
日
程
を
割
い
て
い
た
だ
き

直
接
大
臣
室
に
お
伺
い
す
る
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
思
い
を

書し
ょ
か
ん簡

に
し
た
た
め
知ち

き己
の
応
援
も
得
て
実

現
し
た
も
の
で
す
。
お
二
人
に
、
当
市
が

「
世
界
に
雪
の
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」

と
始
め
た
雪
の
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
協
力
を
要
請
し
つ
つ
、
さ
ら
に
「
真
の

目
的
は
産
業
利
用
と
地
方
創
生
に
つ
な
げ

る
た
め
」
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。
す
で
に

当
市
に
は
10
棟
の
大
規
模
な
雪ゆ

き
む
ろ室
倉
庫
が

あ
り
、
そ
の
産
業
化
は
全
国
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、

予
見
さ
れ
る
大
規
模
災
害
な
ど
で
電
源
が

喪
失
し
て
も
耐
え
得
る
冷
蔵
施
設
で
あ
り
、

医
薬
品
の
備
蓄
な
ど
国
土
上
の
リ
ス
ク
分

散
に
も
極
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
や
、
産

業
だ
け
で
な
く
公
共
・
民
間
施
設
へ
の
普

及
促
進
は
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」
に
雪

国
が
参
画
で
き
る
誇
り
あ
る
取
り
組
み
と

な
る
、
と
も
。
当
市
は
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
が
、
国
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
「
雪
」
の
位
置
付
け
を
引
き

上
げ
て
、
モ
デ
ル
事
業
の
創
設
や
地
域
指

定
を
協
働
で
き
な
い
も
の
か
。
そ
の
際
に

は
南
魚
沼
が
そ
の
先
頭
に
立
ち
た
い
と
伝

え
ま
し
た
。
両
大
臣
と
も
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
く
だ
さ
り
、
予
定
時
間
を
超
え
て
異

例
と
思
え
る
対
話
の
厚
遇
を
い
た
だ
け
た

こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。

　『
雪
地
獄
　
父
祖
の
地
な
れ
ば
　
住
み

継
げ
り
（
当
市
出
身
の
阿
部
諒り

ょ
う
そ
ん村
さ
ん

作
）』
昭
和
13
年
、
大
惨
事
と
な
っ
た
十

日
町
市
の
映
画
館
の
屋
根
崩
落
事
故
の
犠

牲
者
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
こ
の
句
を
若
い
こ

ろ
に
知
り
、
つ
ら
い
除
雪
作
業
の
折
に
は

私
も
怨え

ん
嗟さ

の
思
い
を
持
ち
な
が
ら
つ
ぶ
や

い
て
き
た
。

　
有
史
以
来
の
苦
難
を
知
り
、
今
冬
の
大

雪
の
疲
労
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
は
「
雪
、
雪
」
と
騒
ぎ
立

て
る
な
と
お
𠮟
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
は
「
な
ら
ば
こ
そ
の
雪
の
活

用
」
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
住
み
継
ぐ
私
た

ち
が
挑
む
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
資

格
と
使
命
が
あ
る
の
だ
、
と
伝
え
た
か
っ

た
の
で
す
。

95
バングラデシュ人民共和国 ナズニン　アクタール さん
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人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
、

通
院
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
）

・�

腎
臓
機
能
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

・�

人
工
透
析
な
ど
で
、
毎
週
定
期
的
に
自

家
用
自
動
車
な
ど
で
通
院
を
し
て
い
る

・
市
内
に
住
所
が
あ
る

・�

障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い

助�

成
内
容　
自
宅
や
勤
務
先
な
ど
か
ら
医

療
機
関
ま
で
の
片
道
距
離
に
よ
り
、
次

の
額
を
支
給

・�

２
㎞
～
５
㎞
未
満

　
月
額　
１
，５
０
０
円

・
５
㎞
～
10
㎞
未
満

　
月
額　
２
，０
０
０
円

・
10
㎞
以
上

　
月
額　
２
，５
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
診
断
書
か
１
か
月

分
の
人
工
透
析
な
ど
の
通
院
が
確
認
で
き

る
医
療
費
の
領
収
書
、
振
込
先
が
わ
か
る

通
帳
な
ど

締
め
切
り　
４
月
30
日
㈮

受�

付
窓
口　
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係
、

人
工
透
析
者
な
ど
の
通
院
費
を
助
成

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課�
障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３
‐
６
７
２
３

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
が
必
要
な

人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
（
児
童
を
含
む
）

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
自
動
車
の
運
転

が
で
き
な
い
障
が
い
者
で
、
次
の
手
帳
を

持
つ
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
～
４
級
）

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

申
請
に
必
要
な
も
の

　

前
記
の
手
帳
（
重
複
し
て
持
つ
人
は
、

す
べ
て
の
手
帳
）

※�

交
付
に
は
、
手
帳
に
証
明
印
を
押
す
必

要
が
あ
り
ま
す

受
付　
３
月
１
日
㈪
～

交
付
枚
数　
１
人
30
枚
（
年
間
）

※
施
設
入
所
者
は
15
枚

利
用
方
法

　
タ
ク
シ
ー
利
用
券
裏
面
に
記
載
の
タ
ク

シ
ー
会
社
を
利
用
し
、
１
回
の
乗
車
に
つ

き
、
料
金
総
額
の
範
囲
内
で
６
枚
（
１
枚

５
０
０
円
）
ま
で
利
用
可
。
手
帳
を
提
示

し
て
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

受�

付
窓
口　
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　
３
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
利
用

に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」
で
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

※�

医
療
機
関
や
薬
局
に
よ
っ
て
対
応
開
始

時
期
が
異
な
り
ま
す
。
利
用
可
能
な
医

療
機
関
や
薬
局
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

働
省
・
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
順
次
公
表
予
定
で

す
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

・�

就
職
や
転
職
、
住
所
変
更
を
し
て
も
新

し
い
健
康
保
険
証
の
発
行
を
待
た
ず
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
医
療
機
関
を

受
診
で
き
ま
す
。（
医
療
保
険
者
へ
の

加
入・脱
退
の
届
出
は
引
き
続
き
必
要
）

・�
限
度
額
適
用
認
定
証
が
な
く
て
も
、
高

額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
以
上

の
一
時
的
な
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
長
期
入
院
該
当
申
請
な
ど
一
部
医
療

保
険
者
へ
の
申
請
が
引
き
続
き
必
要
な

場
合
あ
り
）

※�

自
治
体
独
自
の
医
療
費
助
成
な
ど
に
つ

い
て
は
受
給
者
証
な
ど
の
持
参
が
必
要

で
す

事
前
に
準
備
す
る
も
の　

・�

申
込
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
利

用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号

（
４
桁
の
数
字
）

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み
取
り
対
応

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
、
パ
ソ
コ
ン
と

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

・�

利
用
す
る
ブ
ラ
ウ
ザ
用
の
「
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
Ａ
Ｐ
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

※�

対
応
す
る
機
器
が
な
い
場
合
や
、
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
発
行
し
て
い

な
い
場
合
は
、
市
民
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
で
き
ま
す

登
録
手
順

①�

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
「
健
康
保
険
証
利
用
の
申
込
」
か

ら
「
利
用
を
申
し
込
む
」
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
。

②
利
用
規
約
を
確
認
し
て
、
同
意
す
る
。

③�

暗
証
番
号
（
４
桁
の
数
字
）
を
入
力
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取
れ

ば
受
付
完
了
。

※�

健
康
保
険
証
利
用
や
登
録
手
順
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総

合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０
‐

９
５
‐
０
１
７
８
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

令
和
３
年
度
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
交
付
開
始

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３
‐
６
７
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】�

市
民
課�

市
民
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
１



【問合せ】廃棄物対策課　☎７８２－０３３９
ごみにしない！３Ｒ推進コーナー

南魚沼市不燃ごみ処理施設での
容器包装ごみの資源化量

無理のない分別を
　分別の難しい容器包装ごみは、「燃えるごみ
（燃やせるごみ）」として出しても、違反ごみに
はなりません。無理のない範囲で、分別にご協
力ください。

ペットボトル・繊維などの原材料へ 　容器包装ごみは次のように分別
し、それぞれごみ袋に入れてください。

　分別時には汚れ
を落としましょう。

　汚れや臭いのある
ものはリサイクルでき
ません。燃えるごみ
（燃やせるごみ）とし
て出してください。

※コークスとは、主に鉄を
　作るときに使う燃料です

※大和地域は除き、湯沢町を含みます

容器包装ごみの種類 平成30年度 令和元年度
ペットボトル 121t 121t
その他のプラスチッ
ク容器包装類 59t 61t

計 180t 182t

容器包装ごみの分別とリサイクルの状況 ポイント

家庭用
容器包装ごみ袋

家庭用
容器包装ごみ袋

家庭用
容器包装ごみ袋

家庭用
もえるごみ袋

ポイント

ポイント

よりよいリサイクルのた
めに、容器包装ごみの分
別にご協力ください！

②白トレイ（大和地域のみ）

六日町・塩沢地域は
「③その他」としてください。

③その他のプラスチック
　容器包装類
　豆腐などの容器、
　食品などの外装袋
　発砲スチロールなど

プラマークが目印です

〇汚れのついたもの
　油や汚れのついた菓子袋
　汚れたままの
　　　　カップ容器

〇プラスチック製品
　プラスチック製のストロー・
　スプーン・フォーク・おもちゃ

①ペットボトル

水洗い・水切りをします。キ
ャップ・ラベルは外して「③
その他」としてください。
※�大和地域でエコプラント魚沼
に出すものは、ラベルは外さ
なくてもよいです

パレットなどのプラスチック製品や
コークス・化学原料などの原材料へ
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　口座振替は一度申し込むと、以後の納期限日に自動的に指定口座から引き落としで納税できて便利です。
また、口座振替では軽自動車税の納税証明書の有効期限を、現金納付よりも
延長しています。平日に金融機関で手続きができない人は、この機会に郵送
でお申し込みください。（口座振替利用中の人は、申込み不要）
　お申し込みは裏面の依頼書に記入・捺印し、８ページの封筒で郵送してく
ださい。
注意事項など
・月～金曜日の９：00～17：00に連絡が取れる電話番号をご記入ください
・依頼書の振替方法欄に記入がない場合は、「期別」を選択したものとします
・�振替日は各納期限日（月末）［月末が土・日曜日・休日の場合は翌営業日か、
市が指定する日］

口座振替申込みに関する確約事項
１�. 裏面納税義務者が南魚沼市へ払うべき市税の納付額を記録した磁気媒体か、納付書の送付があったと
きは、貴金融機関で振替日に裏面の指定預貯金口座から納付書などに記載の金額を振替納付してくださ
い。
２�. 前項の手続きは、当座勘定規定、または普通預貯金規定に基づき、当方が行うべき当座小切手と普通
預貯金払戻請求書は提出しませんので、貴金融機関所定の方法で処理してください。
３�. 振替日に、指定預貯金残高が納付金額に満たないときは、当該納付書などを南魚沼市へ返却されても
異議はありません。
４�. 領収書は、預貯金通帳の記帳により省略して差し支えありません。
５�. 当方の都合でこの取り扱いを解約する場合は、南魚沼市に解約届を提出します。
６�. 残高不足で振替不能が続く場合や貴金融機関の定めた期間か、南魚沼市で過去５年以上課税がない場
合など、貴金融機関、または南魚沼市が必要と認めたときは、この取り扱いを終了されても異議はあり
ません。
７�. 裏面納税義務者に係る市税の過誤納による還付が生じた場合は、この口座に振り込んでください。た
だし、納税準備預金口座には振り込みができませんので、納税義務者が別に指定する口座で還付金を受
け取ります。
８．一括全納の口座振替が不能となった場合は、２期から期別振替とすることに異議ありません。
９．この取り扱いについて、いかなる紛議が生じても貴金融機関に迷惑をおかけしません。

対象の金融機関
第四北越銀行
大光銀行
長岡信用金庫
新潟県信用組合
塩沢信用組合
新潟県労働金庫
みなみ魚沼農業協同組合
ゆうちょ銀行（郵便局）

市税 郵送で口座振替の手続き

【問合せ・申込み】　税務課 収税班　☎７７３－６６６９
１期開始は３月19日㈮必着分まで

　

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　
北
越
銀
行
・
第
四
銀
行
（
現
在
の
第
四
北

越
銀
行
）
共
同
企
画
「
南
魚
沼
の
み
ら
い
創

造
応
援
私
募
債
」
の
発
行
手
数
料
か
ら
１
，０

７
７
，０
０
０
円
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
第
四
北
越
銀
行
様
と
協
賛
企
業
12

社
の
連
名
に
よ
る
ご
寄
附
で
、
市
の
就
労
環

境
整
備
の
支
援
（
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
の
促
進
、

地
域
企
業
の
安
定
的
な
雇
用
確
保
、
若
者
の

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
な
ど
）
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

協
賛
企
業
（
五
十
音
順
）

　
株
式
会
社
Ｒ
Ｓ
Ｓ
高
喜
屋�

様

　
株
式
会
社
阿
部
製
作
所�

様

　
株
式
会
社
Ｎ
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス�

様

　
株
式
会
社
吉
兆
楽�

様

　
高
速
紙
工
業
株
式
会
社�

様

　
株
式
会
社
自
遊
人�

様

　
セ
キ
技
研
株
式
会
社�

様

　
富
山
電
気
株
式
会
社�

様

　
株
式
会
社
中
島
屋�

様

　
八
海
醸
造
株
式
会
社�

様

　
有
限
会
社
山
田
畜
産�

様

　
株
式
会
社
ユ
ー
ワ�

様
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この依頼書（申込書）は郵送専用です。金融機関（郵便局）窓口では受付できません。

フリガナ
令和　　年　　月　　日

預貯金口座
名義人
（名称）

１期開始は、３月19日㈮　税務課必着分まで

※ゆうちょ銀行を指定する場合は、自動払込み規定が適用されます

（国民健康保険税は、世帯主が納税義務者となります）

令和３年度１期から
令和３年度１期から

令和３年度１期から

税目（該当項目に○を記入）

※共有分の納税義務者は、納税通知書の宛名のとおりにご記入ください

令和３年度１期から

令和３年度から

本　　店
本　　所
支　　店
支　　所

（右づめで記入）

通帳番号（右づめで記入）

令和　　年　　月　　日

き
　
り
　
と
　
り
　
線
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預貯金口座
名義人
（名称）

税目（該当項目に○を記入）

この依頼書（申込書）は郵送専用です。金融機関（郵便局）窓口では受付できません。

令和　　年　　月　　日

（右づめで記入）

通帳番号（右づめで記入）

本　 店
本　 所
支　 店
支　 所

１期開始は、３月19日㈮　税務課必着分まで

※ゆうちょ銀行を指定する場合は、自動払込み規定が適用されます。

（国民健康保険税は、世帯主が納税義務者となります）

令和３年度１期から
令和３年度１期から

令和３年度１期から

※共有分の納税義務者は、納税通知書の宛名のとおりにご記入ください。

令和３年度１期から

令和３年度から

南魚沼　太郎

南魚沼　太郎

ミナミウオヌマ　タロウ

ミナミウオヌマ　タロウ

南魚沼 太郎・花子
ミナミウオヌマ

9 4 9

0 9 0

0

新潟県南魚沼市○○○××番地×

○○

××××

9 4 9
新潟県南魚沼市○○○××番地×

××××

9 4 9
新潟県南魚沼市○○○××番地×

××××

×××× ××××

○○

○○

0 1

1

1

2

2

3

3

4 5

0 0 1 2 3 4 5 0

○○ ○○

2 3 4 5 6 7

2 2 2 3 4 5 6

0 4 5 6 7 8 9

タロウ・ハナコ

書
３月

ミナミ

記入例通帳届出印を、はっきりと
押してください

不鮮明、重ね押しの場合は、
再度余白に押印してください

預金通帳の口座
名義人名をカタ
カナで正確にご
記入ください

納税義務者の住
所・氏名をご記
入ください
※国民健康保険
税は、世帯単
位での加入の
ため、納税義
務者は世帯主
となります

希望する税目に
○をつけてくだ
さい
市・県民税が給
与から特別徴収
の場合と、法人
市民税の口座振
替はできません

共有名義の固定資産税
の口座振替希望の場合
は、納税通知書に記載
された納税義務者の氏
名・住所をご記入くだ
さい。
例
｢南魚沼　太郎・花子」
｢南魚沼　太郎外２名」

納税通知書の通知書番号のうち、下記の部分をご記入ください
市県民税　　　　　　　　　　　　　　　　　固定資産税

国民健康保険税

振替開始は、
「令和３年度
1期」からで
す

希望する振替方
法に○印をつけ
てください

投函日をご記入
ください

日中に連絡が取れる電話
番号をご記入ください

せん。

0 0 0 0 0 2 2 2 3 4 5 6 0 0 0 0

「0」5つは
記入不要　

中7桁の数字
を記入

通知書番号の下7桁の数字

「0」4つは
記入不要

通知書番号の下7桁の数字

通知書番号の中7桁の数字

南魚沼　太郎

△△△
○○

訂正がある場合 《訂正例》

令和　　年　 月　 日

フリガナ

き
　
り
　
と
　
り
　
線



差　

出　

人

住　

所

氏　

名

〒

もう一度ご確認ください
切手不要

の　り　し　ろ

の　
　

り　
　

し　
　

ろ

この返信用封筒は、郵送料無料です

９ ４９ ９０6 6

口
座
振
替
依
頼
書
在
中

南
魚
沼
市
役
所
税
務
課
収
税
班
行

新
潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
番
地
１

料金受取人払郵便

六日町郵便局承認

差出有効期間
令和５年１月
30日まで

◇納税義務者名は、正しいですか。
◇通帳届出印は、はっきり押して
　ありますか。
◇日中連絡できる電話番号を記
　入してありますか。

き
　
り
　
と
　
り
　
線
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Minami Uonuma NEXT
エム ユー ネクスト

次世代につなげる企業からのメッセージ

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します

今の仕事や市の政策などについて
語ってもらいました

次世代をつなぐ社員
高橋真人 さん

林 市長

シリーズ⑯

株式会社 笠原成形所
〒949‐7101　南魚沼市五日町335番地1
☎776‐2141　FAX 776‐2932

最新ＩＴを取り入れた技術継承
　昭和 48 年に設立した会社で、主にプラスチック精密部品の射出成
形を手掛けており、５Ｇ（第５世代移動通信システム）基地局に使用
されるコネクターや医療用ロボットの部品などを作っています。経営
理念に「21世紀型の職人」を掲げ、20 年前からＩＴを駆使して、デ
ータや理論に基づく技術の継承や品質の維持構築を図っています。
　長年ＩＴのインフラ整備を進めてきた成果として、ウェブ展示会な
どが主流になってきた現在は、大手企業と肩を並べて仕事ができる
ようになりました。オンライン化が進むコロナ禍をチャンスと捉えてい
ます。Ｇ

ギ　　　ガ

ＩＧＡスクール構想で学んだ未来の学生たちを受け入れられ
るように、常に最新技術を取り入れ、若い人たちが働きやすい環境づくりを進めています。

林市長　この会社で働くきっかけは？　
高 橋　情報工学系の大学を卒業後、新潟県内の別

の製造業でシステム関係の仕事をしていまし
た。30 歳を過ぎて、長男なので地元に戻ろう
という考えに至り、求人情報を見て６年前に当
社に転職しました。

林 市長　仕事のやりがいなどを教えてください。
高 橋　現在、品質管理とシステム管理を担当して

います。品質管理の仕事は初めてだったのです
が、製品の品質を測定する際に、現場のスタッ
フの提案をプログラム化できた時は達成感があ
ります。測定業務をするにあたって、新しい機
械の導入などを要望すると、スピード感をもっ
て実現してくれるのがありがたいです。

林 市長　Ｕターンするときにこんな政策があったら
いいなと思ったことはありますか。

高 橋　市内の企業の求人情報を発信する力を高
めてほしいと思っています。地元で就職しようと
思った時に、選択の余地なくハローワークに通っ
た経緯がありましたので。

林 市長　当時は情報発信が足りていなかったと思
います。現在は、企業の紹介動画を作ったり、
市外に出た若者との交流をつなげて情報発信を
しています。今後も、市内に帰ってきやすい環
境をつくっていきたいと思っています。

大型モニターで製品などについての
説明を受ける

企業募集中　掲載を希望する場合は、商工観光課 商工振興班（電話773-6665）までお問い合わせください。

左から代表取締役 笠原利博さん、高橋真人さん、
林市長

き
　
り
　
と
　
り
　
線



市報 みなみ魚沼　令和3年3月1日発行 10

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
、
18
歳
到
達
年

度
の
末
日
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

　
新
た
に
助
成
対
象
に
な
る
人
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在

で
16
～
17
歳
の
対
象
者
に
申
請
案
内
を
郵

送
し
ま
す
。

申�

請
　
申
請
書
に
保
険
証
の
写
し
を
添
付

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受

給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

申
請
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
子

ど
も
医
療
費
受
給
者
証
を
、
３
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

受
給
者
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　
就
学
前
（
生
ま
れ
た
日
か
ら
満
６
歳
に

達
し
た
日
以
後
最
初
の
年
度
末
ま
で
。
窓

口
無
料
）
の
子
ど
も
は
ピ
ン
ク
色
、
小
学

生
以
上
（
一
部
負
担
金
あ
り
）
は
水
色
。

有
効
期
間
が
変
わ
り
ま
す

　
就
学
前
の
子
ど
も
は
６
歳
到
達
年
度
の

末
日
ま
で
、
小
学
生
以
上
は
18
歳
到
達
年

度
の
末
日
ま
で
有
効
に
な
り
ま
す
。

※�

受
給
者
証
は
長
期
間
使
用
し
ま
す
の
で
、

大
切
に
お
取
り
扱
い
く
だ
さ
い
（
就
学

前
の
子
ど
も
は
小
学
生
に
な
る
と
き
に

新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
）

　
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
み
ん

な
が
参
加
で
き
る
地
域
活
動
の
推
進
を
目

的
と
し
た
「
南
魚
沼
市
地
域
福
祉
計
画
」

に
対
す
る
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
す
。

応�

募
資
格
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
満
20
歳

以
上
で
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
福
祉
活

動
な
ど
に
関
心
の
あ
る
人

募�

集
人
員
　
２
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
３
年
間

締
切
り
　
3
月
19
日
㈮
（
必
着
）

応�

募
方
法
　
委
員
申
込
書
に
記
入
し
福
祉

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
希
望
者
に

申
込
書
を
郵
送
し
ま
す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢

を
拡
大
し
ま
す

【
申
請
・
問
合
せ
】
子
育
て
支
援
課�

　
こ
ど
も
家
庭
支
援
班

☎
７
７
３
‐
６
８
２
２

一日前プロジェクト【問合せ】　総務課�防災庶務班　☎７７３－６６６０

　その日、子どもが近くのグラウンドで部活をやっていましたので、そこまで迎えに行こうと、車
に飛び乗りました。
　そのときはもう駐車場のアスファルトに亀裂が入っているし、電柱は倒れているし、道路からガ
スは吹き上げているといった、大変な状況でした。道路の真ん中を走ることができないので、歩道
に無理やり入って通れたというようなぐあいでした。
　やっぱり、隣の家はちゃんと建っていても、古い家は軒並
み崩れるという感じでしたね。子どもを乗せて自宅まで戻る
途中も、どこもかしこも、電柱が倒れたり、電線が車にかか
るぐらいに傾いたりしていて、そのあと通れなくなった道も
かなりありました。
　道路は渋滞になって、家に帰るまでにだいぶ苦労しました。
子どもが心配で車に飛び乗ったわけですが、地震直後の運転
はかなり危険だったなと思います。

地震直後の車の運転はやっぱり危険 ～古い家は軒並みくずれた～
平成19年新潟県中越沖地震（平成19年７月）柏崎市　災害当時30代　男性

災害に備えて

地
域
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
の
委

員
を
公
募
し
ま
す

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
福
祉
課�

高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３
‐
６
７
２
３

子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す
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まなびのひろば

テ
ー
マ
展
示

新
生
活
応
援
本

　
入
園
・
入
学
・
進
学
・
就
職
な

ど
春
か
ら
始
ま
る
新
生
活
の
準
備

に
役
立
つ
本
を
用
意
し
ま
し
た
。

子
ど
も
向
け
に
は
、
入
園
・
入
学

が
待
ち
遠
し

く
な
る
よ
う

な
本
を
集
め

ま
し
た
。

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象
　
一
般
・
高
齢
者

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
超
Ｓ
Ｆ
的
社
会
科
見
学 

ハ
イ
テ

ク
施
設
編
」（
66
分
）

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
知

ら
な
い
世
界
を
美
し
く
魅
力
的
な

映
像
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
27
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
40
分

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象
　
子
ど
も
・
一
般

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

絵
本
の
へ
や

　
乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日
　
毎
週
水
曜
日

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場
　
図
書
館 
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者

出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時
　
３
月
７
日
㈰

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場
　
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

読
書
の
つ
ど
い

春
が
き
た
！

日
時
　
３
月
13
日
㈯

・
幼
児

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
、
午
前

11
時
15
分
～
11
時
45
分

・
小
学
生
（
年
長
さ
ん
も
）　

　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ
　
は
る

内
容
　
大
型
絵
ば
な
し
「
こ
び
と

と
い
も
む
し
」、
本
の
紹
介

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

春
❀
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
季
節

　
春
は
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
く
な
る
季
節
。
い
ろ
ん
な

ジ
ャ
ン
ル
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
ヒ
ン

ト
と
な
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

『
３
・
11
』
を
忘
れ
な
い

～
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
～

　
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
、
震
災
関
連
本
や
防
災
に

つ
い
て
の
本
を
展
示
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
も
健
康
に

　
３
月
は
「
新
潟
県
自
殺
予
防
対

策
強
化
月
間
」
で
す
。
心
が
軽
く

な
る
本
や
元
気
が
出
る
本
、
気
持

ち
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
本
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。
保
健
課
と
の
コ
ラ
ボ

展
示
で
す
。

プ
ラ
チ
ナ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
介
護
に
活
か
す
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
脳
科
学
ス
ト
レ
ッ
チ
」（
70
分
）

　
脳
科
学
ス
ト
レ
ッ
チ
と
は
、
脳

か
ら
楽
な
イ
メ
ー
ジ
を
体
に
送
る

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
ス
ト
レ
ッ

チ
が
行
え
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
技
術
で
す
。
普
段
の
生
活
や
介

護
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
３
月
11
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
40
分

南魚沼市		月～金９：30～ 20：00（土	日	 19：00まで）	
休館：４日㈭、18日㈭（図書整理日）

大　和 		☎777-4671火～日	 ９：00～ 19：00	
休館：毎週月曜日

塩　沢 		☎782-0100　９：00～ 20：00	
（月	土	日	 17：00まで）　

3月の開館日時

みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館   ☎773‒6677

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

お
花
の
飾
り
を
つ
く
ろ
う
！

　
も
う
す
ぐ
春
が
や
っ
て
く
る
！

　
春
に
ぴ
っ
た
り
の
か
わ
い
い
お

花
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
３
月
26
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
、
工
作
な

ど
対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
か
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ

ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
当

日
参
加
も
可
）

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
２
月
18
日
㈭
に
大
和
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
塩
沢
図
書
室
は

３
月
18
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。
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チケット　全席指定5,800円（当日券6,300円）
※�３歳以上有料。３歳未満保護者１人につき１人ま
で膝上鑑賞可、ただし座席
が必要な場合は有料

　３月13日㈯から市民会館・
会館プレイガイドで発売。令
和３年度賛助会員は３月６日
㈯から市民会館で先行発売。
（令和３年度賛助会員または
更新手続きの済んだ人が対
象）

　新型コロナウイルスの影響により、開館時間など
が変更になる場合があります。詳しくは各施設にお
問い合わせください。

常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期間　３月５日㈮～６月15日㈫

ピカソとシャガール 混
こん

沌
とん

を切り開いた先駆者たち
　大きな戦争が二度も起きた20世紀の激動の時代
に、芸術活動に全力を注いで生き抜き、後に巨匠と呼
ばれた２人の芸術家と、彼らに影響を受け共にパリで
作品を描き続けた芸術家たちの作品を展示します。
南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）
　パプアニューギニアを中心とする南太平洋地域の
島々は、独自の文化を発達させてきました。今では、パ
プアニューギニアからの持ち出しが禁止されている、
貴重な民族美術のコレクションを多数展示します。

今泉記念館アートステーション

☎783‒4500　FAX 783‒3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00～ 17：00（入館16：30まで）
３月の休館：１日㈪～４日㈭

ふれても、ふれない、美術展
期間　３月13日㈯～４月19日㈪
　使い捨て手袋を介して作品にふれ、作品から伝
わってくるメッセージを感じてもらう異色の美術展
です。県内在住の有力作家18人が参加し、コロナ
禍の状況下、美術の新たな可能性を探ります。
錯覚展2021－杉原教授の不思議な世界－

期間　４月19日㈪まで
　明治大学研究特別教授で錯視研究の第一人者、杉
原厚吉先生が制作した錯視立体を展示します。
　不思議な世界をお楽しみください。

池田記念美術館

☎780‒4080　FAX 777‒3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下無料

開館９：00～ 17：00（入館終了16：30）
３月の休館：毎週水曜日、９日㈫、11日㈭、12日㈮

ミニ企画「片桐昌成はがき版画の世界」出版記念
片桐昌成「木版画の世界」展
　片桐昌成の故郷に寄せる
想いが伝わる風景やごぜ、
奈良、飛鳥などを題材とし
た作品を展示しています。
期間　３月29日㈪まで
※�会期中、南魚沼市民は観
覧無料です

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782‒9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館９：00～ 16：30
３月の休館：毎週火曜日

水谷千重子ありがとうコンサート2021 in南魚沼
　芸能生活50周年の水谷千重子が南魚沼市民会館
に登場！会場のみなさんを歌と話でとりこにします。
日時　５月16日㈰　16：00 ～（開場15：15）
会場　市民会館�大ホール

南魚沼市民会館

☎773‒5500　FAX 772‒8161　
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付８：30～ 17：15
３月の休館：毎週月曜日

開館30周年記念「新収蔵品と北海道の風景」
期間　３月23日㈫まで
　富岡惣一郎の初公開となる寄贈作品や北海道の風
景を中心に20点展示。
同時開催　特別展 渡辺洋一写真展「雪森」

期間　３月23日㈫まで
　雪の森で出会った風景を記録した写真を14点展
示。「雪」と「自然への敬愛」をテーマに、富岡惣
一郎と渡辺洋一の作品が共演します。
※期間を延長して開催します

トミオカホワイト美術館

☎775‒3646　FAX 775‒3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館10：00～ 17：00（入館終了16：30）
３月の休館：毎週水曜日、25日㈭、26日㈮

市民無料の日：８日㈪、18日㈭、28日㈰

目
め

送
そう

禮
れい

歌
か
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玉
に
向
か
っ
て
「
天
上
っ
く
り
　
山
っ
く

り
　
カ
ラ
ス
の
目
玉
へ
　
ス
ッ
ト
ン
ト
ン

の
ト
ー
ン
」（
集
落
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
）
と
唱
え
、
矢
を
射
り
、
祈
願
し

ま
し
た
。

　
十
二
講
で
使
わ
れ
た
弓
矢
は
子
ど
も
の

遊
び
道
具
と
な
っ
た
り
、
弓
を
５
月
の
苗な
わ

代し
ろ
の
時
期
に
水
口
に
立
て
て
カ
ラ
ス
除
け

に
使
わ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十

二
様
は
女
神
で
あ
る
と
し
て
十
二
講
の
行

事
は
男
性
が
行
い
、
女
性
の
参
加
を
避
け

る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や
電
気
製
品
な
ど
の
普

及
に
よ
り
、し
ば
木
も
不
用
に
な
る
な
ど
山

仕
事
の
少

な
く
な
っ

た
現
在
で

す
が
、
今

も
伝
統
的

な
行
事
と

し
て
行
っ

て
い
る
と

こ
ろ
も
あ

る
よ
う
で

す
。

《
引
用
・
参
考
資
料
》『
六
日
町
史
』
民
俗
、

『
雪
国
と
暮
ら
し
』

《
写
真
》
個
人
所
蔵

　
「
郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ
」
は
今
回
で
連

載
を
終
了
し
ま
す
。
長
ら
く
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

山
仕
事
の
安
全
を
祈
願
し
た

『
十じ

ゅ
う
に
こ
う

二
講
』

　
山
仕
事
（
木
材
、
し
ば
木
の
切
り
出
し

な
ど
）
を
行
う
家
や
集
落
な
ど
で
は
、
十

二
様
（
山
の
神
）
を
家
の
内
鎮
守
や
村
の

神
社
、
山
仕
事
を
行
う
山
な
ど
に
ま
つ
っ

て
い
ま
す
。
３
月
12
日
に
は
、
山
仕
事
の

安
全
や
豊
作
を
祈
願
す
る
神
事
と
し
て

『
十
二
講
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
十
二
講
で
は
、
ま
ず
雪
で
か
た
ど
っ
た

祠ほ
こ
ら（

ヤ
マ
、
ヤ
グ
ラ
と
も
い
わ
れ
ま
す
）

と
段た
な

と
い
う
祭
壇
が
作
ら
れ
ま
す
。
祭
壇

に
は
、
ハ
タ
と
呼
ば
れ
る
紙
の
的
を
立
て

ま
す
。
的
に
は
カ
ラ
ス
の
目
玉
に
な
ぞ
ら

え
た「
◎
」、
そ
の
周
り
に
鋸
の
こ
ぎ
り、

鉈な
た

、
鎌か
ま

、

鍬く
わ

、
蓑み
の

、
笠か
さ

な
ど
の
山
道
具
や
農
具
、
カ

ラ
ス
の
姿
な
ど
が
描
か
れ
ま
す
。
こ
の
的

を
射
る
た
め
の
弓
は
、
栗
や
杉
の
枝
の
皮

を
は
い
で
作
ら
れ
、
弓
の
上
端
に
三
本
、

中
央
に
五
本
、
下
端
に
七
本
の
筋
が
墨
絵

で
書
き
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
弓
の
弦
は
麻

糸
で
、
矢
は
茅か
や

で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
段
に
灯と
う
み
ょ
う明、

小
豆
飯
や
大
根
な
ま
す
な

ど
を
供
え
、
的
に
描
か
れ
た
カ
ラ
ス
の
目

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 
文
化
振
興
班

☎
７
７
３-

３
７
５
６

99
最
終
回

学
校
を
地
域
で
支
援
し
て
い
ま
す

～
学
校
支
援
地
域
本
部
の
活
動
～

【
問
合
せ
】

　
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
８
８
‐
１
９
５
０

　
学
校
支
援
地
域
本
部
は
、
学
校
で
行
う

総
合
学
習
や
行
事
な
ど
を
、
講
師
の
派
遣

や
活
動
場
所
の
提
供
な
ど
、
地
域
の
ひ
と

（
人
材
）・
も
の
（
資
源
）
で
支
援
す
る
組

織
で
す
。

　
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
学
校
と
地
域

の
連
絡
・
調
整
役
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
習
支
援

・
生
活
・
家
庭
科
な
ど
（
調
理
、
ミ
シ
ン
、

企
業
見
学
）
の
授
業
の
教
員
補
助

・
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
配

・
地
域
伝
統
文
化
（
米
や
野
菜
づ
く
り
、

縄
な
い
、
地
域
の
歴
史
）
の
講
師
派
遣

行
事
支
援

・
運
動
会
、
文
化
祭
な
ど
の
準
備
・
運
営

環
境
整
備
支
援

・
花
壇
の
整
備
、
敷
地
内
の
掃
除

交
通
安
全
指
導

・
交
通
安
全
教
室
の
開
催

そ
の
他

・
登
下
校
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

配
・
ク
ラ
ブ
・
課
外
活
動
コ
ー
チ
の
手
配

　
こ
の
ほ
か
、
学
校
と
地
域
の
交
流
活
動

に
も
関
わ
り
、地
域
行
事（
ま
つ
り
な
ど
）

に
学
校
が
参
加
す
る
お
手
伝
い
も
し
て
い

ま
す
。地
域
の
み
な
さ
ん
の
力
で
学
校
活

動
を
支
援
し
、
学
校
と
地
域
が
と
も
に
元

気
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

地域伝統文化（縄ない）の講
師活動の様子（大崎小学校）

学 校
【効果】
教員の負担軽減
地域の特色を生かし
た授業
（地域の魅力の発見）
⇒より充実した教育

学校支援地域本部
地域コーディネーター

地 域
【効果】
人材・資源の活用
学校との交流機会
の増加（地域の魅
力の気付き）
⇒地域の活性化

講師などの派遣
もの・場所の提供

地域との交流
地域イベントへの参加

協
力
依
頼

連
絡
調
整
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773‒6620　スポパラ☎773‒3210

３月の休館日
毎週月曜日

ディスポート南魚沼

〈各コース　全12回。ミニアクアのみ10回〉

コース 開催曜日・時間 対象者：対・内容：内
受講料

会　員 一　般

水
泳
教
室

親　子 土曜日　12：00 ～ 12：50
対 �おむつがとれている３歳以上
の未就学児と保護者

内 �親子で水慣れ

保護者が
会員の場合

親子
1,000円

幼児
1,000円

１教室
につき
5,400円

ミニアクア
のみ
2,500円

幼　児 水～土曜日　全５コース
※時間は曜日で異なります

対 �５歳以上の未就学児
内 �水慣れから初歩のクロール

初　級 火～土曜日　全８コース
※時間は曜日で異なります

対 �小学生
内 �水慣れ・顔つけから、中級コー
スをめざす小学生　

無�料

JSC会員
4,200円

２教室目から
4,800円

ミニアクア
が２教室目

の場合
2,000円

 中級・上級（小中学生の経験者が対象）も募集します

レディース 火曜日　11：00 ～ 12：00
木曜日　11：00 ～ 12：00

対 �16歳以上の女性
内 �クロールが泳げるように

成　人
水曜日　19：00 ～ 20：00 対 �中学生以上

内 �クロールが泳げるように

金曜日　13：00 ～ 14：30 対 �16歳以上
内 �４泳法

シニア 水曜日　14：00 ～ 15：00 対 �おおむね60歳以上
内 �クロールが泳げるように

水
中
運
動
教
室

ミニアクア
エクササイズ 木曜日　14：20 ～ 14：50

対 �16歳以上
内 �水の抵抗を利用した筋力、体
力の増進

アクア
エクササイズ 水曜日　11：10 ～ 12：00

水中歩行 金曜日　11：00 ～ 12：00

※年齢は、４月30日時点のものです� JSC会員 ジュニアスポーツクラブ会員�
・上記受講料のほかに、別途プール入場料が必要（お得な定期券あり）
・教室は、都合により日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで
・�未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、
会員割引を適用）
・�締切り後、空きのある教室は、３月17日㈬９：00 ～ 31日㈬21：00に、先着順で追加募集を実施（２
教室目の受講も可能）

令和３年度　第１期（４月～７月）水泳教室　参加者募集

締切り　３月13日㈯　21：30
申 込み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に記入し、フロントに提出
　（電話での申込みはできません）
選 考方法　申込者数が定員を超えた場合、３月16日㈫17：00からディスポート南
魚沼２階�ロビーで抽選（落選の場合は、当日電話で連絡します）
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令和３年度　長期水泳教室（通年）　参加者募集

締切り　３月９日㈫　21：00
申�込み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に記入し、フロントに提出し

てください（電話での申込みはできません）
選考方法　３月11日㈭19：30から泳力テストを行います（入場料無料）

陸の教室　通年教室参加者募集
受講料　スポパラ会員　無料
　　　　一般　各4,000円【卓球教室のみ１回につき200円（高校生以下は１回100円）】
※長期太極拳教室は、会員・一般問わず、別途月額2,000円が必要です

教室名 開催曜日・時間 期間 教室内容

卓球教室

木・土曜日 
10：00 ～ 12：00 ４月～令和４年３月 経験・年齢・性別は問いません。健康づくり・仲間

作りに楽しく汗を流しましょう！
隔週金曜日

19：30 ～ 21：00 ４月～ 11月 卓球初心者の小学生あつまれ！

長期太極拳教室
（上海蟹）

水曜日
19：30 ～ 21：00 ４月～令和４年３月

正しい姿勢、深い呼吸でゆっくり、なめらかな動き
で全身運動をします。
長期間にわたって運動したい人に最適です。

チャレンジ
坂戸山

期間内いつでも

５月１日㈯～
10月31日㈰

登るほどに味わいが深まる坂戸山に魅せられて、毎
年参加者が増加中です。
40回登頂をめざしてチャレンジ！

チャレンジ
世界一周

５月１日㈯～
令和４年２月28日㈪

「健康増進」「ダイエット」目的はあってもなかなか
継続は難しいもの。達成目標を設けて運動します。

（詳しくは、パンフレット・申込書をご覧ください）

※詳しくは、各教室参加者募集要項をご覧ください。不明点はスポパラ事務局まで
・都合で日程を変更する場合あり
・保険料は年会費と受講料に含まれます（当該教室時のみ有効）

コース 期　間 開催曜日・時間 参加対象者 回　数
受講料

会　員 一　般

イルカ
〈通年〉

前期
（４月～８月）

木曜日
20：00 ～ 21：00

対象  小学生以上
泳力  ２泳法で 25 ｍ以上泳

げること（泳力テスト
を行い、合格者を決定）

〈全45回〉
前期
19回

前期
無料
JSC会員  

前期
6,650円

前期
9,500円

・上記受講料のほかに、プール入場料が必要（お得な定期券あり） JSC会員 ジュニアスポーツクラブ会員
・教室は、都合で日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで

　六日町の暮らしの様子に焦点をあて、暮らしの環境、共同、儀礼、女性の暮
らしなどについてまとめた『六日町史』民俗を発刊します。

体裁　Ａ５判　本文約５００頁　　　価格　３，０００円
販売開始予定期日　３月31日㈬
販売窓口　中央公民館（市民会館）、大和公民館、塩沢公民館

『六日町史』民俗を発刊します
【問合せ】社会教育課�文化振興班　☎773‒3756
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3月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間 	 午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30 ～ 11：30　〔診療〕 9：00 ～
	 午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
� 【問合せ】城内診療所　☎775‒2009

わ
が
子
の
自
立
を
願
う
家
族
の
集
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
８
８
‐
１
９
５
１

　
高
等
学
校
不
登
校
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
、
就
学
や
就
労
に
悩
む
若
者
を

家
族
と
し
て
ど
う
理
解
し
、
ど
う
支
え
る

か
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
や
家
族
支

援
を
研
究
し
て
い
る
斎
藤
ま
さ
子
さ
ん
が

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
斎

藤
さ
ん
を
囲
み
、
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
３
月
27
日
㈯
　
午
後
１
時
～
４
時

会
場
　

　
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
39

歳
の
若
者
の
家
族

申
込
み
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
７
８
８
‐
１
９
５
１

　「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
」

「
対
人
関
係
を
円
滑
に
取
れ
な
い
」
な
ど

の
悩
み
や
苦
手
感
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感
覚
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
考
え
方
や
感
じ
方
に
触
れ
な
が

ら
、
人
と
交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
３
月
18
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場

　
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
39

歳
の
若
者

締
切
り
　
３
月
16
日
㈫

申
込
み
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

横
断
歩
行
者
を
守
る
交
通
事
故
防
止

運
動
を
実
施

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
６

　
３
月
１
日
㈪
～
10
日
㈬
ま
で
「
横
断
歩

行
者
を
守
る
交
通
事
故
防
止
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　『
よ
ー
く
見
て
　
わ
た
ろ
う
　
と
ま
ろ
う

横
断
歩
道
』

運
動
の
重
点

・
横
断
歩
行
者
等
の
安
全
確
保

・
道
路
横
断
時
の
安
全
確
認
の
徹
底

　
暖
か
い
日
が
増
え
て
人
や
車
の
動
き
が

活
発
に
な
る
３
月
に
、
歩
行
者
が
交
通
事

故
に
遭
う
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
事
故
か
ら
歩
行
者
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休		診 休		診

８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休		診

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休　診 休		診

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休		診

29日 30日 31日 ◎来院時はマスクの着用をお願いします。�
◎�自宅まで送迎（午前のみ）します。電話か窓口でお申し込み
ください。髙　橋 田　中 髙　橋
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毎
年
３
月
１
日
～
８
日
は
「
女
性
の

健
康
週
間
」

【
問
合
せ
】
保
健
課　

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
３
月
１
日
～
８
日
は
女
性
が
生
涯
を
通

じ
て
健
康
で
明
る
く
、
充
実
し
た
日
々
を

自
立
し
て
過
ご
す
こ
と
を
支
援
す
る
た
め

に
創
設
さ
れ
た
「
女
性
の
健
康
週
間
」
で

す
。
女
性
の
健
康
づ
く
り
を
国
民
運
動
と

し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
令
和
３
年
度
の
住
民
健
診
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
分

の
た
め
家
族
の
た
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
７
７
３
‐
６
８
３
９

　
３
月
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
の
変
化
、
決
算
期
や
年
度
末
に

伴
う
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
り
、

心
や
体
に
変
化
が
生
じ
や
す
い
時
期
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
、
健
康

に
関
す
る
不
安
の
増
加
や
人
と
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
、
経
済
的
な
不
安
な
ど
、
生

活
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
は
、
心
身
の
不
調
や
、

家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
、
進
路
の
悩
み
な
ど

と
複
雑
に
絡
み
合
い
、
自
殺
に
追
い
詰
め

ら
れ
る
要
因
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

社
会
全
体
で
取
り
組
む
自
殺
対
策

　
自
殺
は
個
人
の
問
題
で
あ
り
、
介
入
が

難
し
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
し
た

が
、
現
在
で
は
、
自
殺
は
深
刻
な
社
会
問

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
社
会
全
体
で
の

対
策
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
要
因
は
、
心
身

の
病
気
、
経
済
的
な
負
担
、
失
業
、
過
重

な
労
働
環
境
、
い
じ
め
、
家
庭
内
暴
力
、

子
育
て
や
介
護
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
誰
に
で
も
起
こ

り
う
る
身
近
な
こ
と
で
す
。
特
に
コ
ロ
ナ

禍
で
は
、
個
人
の
努
力
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
問
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
市
で
は
自
殺
対
策
計
画
を
策
定
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
心
配
事
や
悩
み
事
は
小
さ
い
う
ち
に
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
身
近
な
相
談
窓

口
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一人で悩まず、気軽にご相談ください
相談窓口 電話番号 開設時間

南魚沼市保健課〔本庁舎南分館〕 ７７３－６８１１

月～金曜日（祝日除く）
８：30～ 17：15

南魚沼市地域包括支援センター
（介護保険課） ７７３－６６７５

南魚沼市福祉課 ７７３－６６６７
子ども・若者相談支援センター ７８８－１９５０
南魚沼地域振興局健康福祉環境部
〔南魚沼保健所〕 ７７２－８１３７ 月～金曜日（祝日除く）

８：30～ 17：15

新潟県精神保健福祉センター ０２５－２８０－０１１３ 月～金曜日（祝日除く）
８：30～ 17：00

中越いのちとこころの支援センター ０２５８－８８－００７０ 月～金曜日（祝日除く）
８：30～ 17：15

新潟いのちの電話（長岡） ０２５８－３９－４３４３ 毎日24時間対応
こころの相談ダイヤル ０５７０－７８３－０２５ 毎日24時間対応

南魚沼市消費生活相談センター
※面談は要予約 ７７２－２５４１

月～金曜日（祝日除く）
９：00～ 16：00
予約すれば時間外も可

南魚沼市社会福祉協議会
（くらしのサポートセンターみなみ） ７７３－６９１９ 月～金曜日（祝日除く）

８：30～ 17：00

南魚沼市地域自殺対策キャ
ラクター「きづなちゃんこ
ころちゃん」
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
２
‐
２
５
４
１

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、

不
動
産
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
法

律
問
題
に
、
弁
護
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
18
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場
　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階 

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定
員
　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人
約
30
分

締
切
り
　
３
月
17
日
㈬
　
正
午

申
込
み
　
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
（
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後

４
時
）

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
お
受
け

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

最
低
賃
金
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】

　
新
潟
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
４

　
特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
最
低
賃

金
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
、

雇
入
れ
後
６
か
月
未
満
で
あ
っ
て

技
能
習
得
中
の
人
、
清
掃
・
片
付

け
の
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す
る

人
な
ど
は
特
定
最
低
賃
金
で
は
な

く
、
新
潟
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
使
用
者
も
労
働

者
も
最
低
賃
金
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。広

域
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
「
恋
メ
グ
リ 

in 

南
魚

沼
～
自
然
の
恵
み
ス
イ
ー
ツ
＆

Ｐ
Ｉ
Ｚ
Ｚ
Ａ 

Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ

ｏ
ｏ
ｎ 

ｔ
ｅ
ａ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ

～
」
参
加
者
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
株
式
会
社
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
５
１
４
５

　
お
い
し
い
ピ
ッ
ツ
ァ
や
デ
ザ
ー

ト
を
味
わ
い
な
が
ら
、
す
て
き
な

出
会
い
の
場
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
策
を
し
て
開
催
し
ま
す

日
時
　
３
月
21
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
45
分

会
場
　
魚
沼
ス
イ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

Ｎ
ナ
ト
ゥ
ー
ラ

Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ａ
〔
姥
島
新
田
〕

対
象

　
独
身
で
25
歳
以
上
の
男
女
（
45

歳
く
ら
い
ま
で
）

内
容
　

　
婚
活
教
育
コ
ー
チ
の
レ
ク

チ
ャ
ー
、
男
女
別
で
の
婚
活
セ

ミ
ナ
ー
、
１
対
１
で
の
自
己
紹

介
タ
イ
ム
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
、

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

参
加
費
　

　
男
性
２
，５
０
０
円

　
女
性
１
，５
０
０
円

定
員
　
男
女
各
10
人

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
抽
選

締
切
り
　
３
月
14
日
㈰

　
午
後
９
時

八
色
の
森
か
ら 

㉟

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
７
８
０
‐
４
５
６
０

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物

な
ど
を
紹
介
し
ま
す

冬
の
小
鳥
た
ち
（
ツ
グ
ミ
）

　
ツ
グ
ミ
は
冬
鳥
と
し
て
日
本
に

渡
っ
て
く
る
鳥
で
す
。
夏
は
シ
ベ

リ
ア
地
方
に
お
り
、
中
国
を
通
っ

て
秋
に
日
本
に
や
っ
て
き
ま
す
。

飛
来
す
る
と
き
は
群
れ
で
来
る
の

で
す
が
、
日
本
に
来
た
後
は
単
独

で
い
る
も
の
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

今
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か

つ
て
は
捕
獲
し
て
食
用
と
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
木
の
実
も
食
べ
ま
す
が
、
地
面

を
つ
つ
い
て
虫
や
ミ
ミ
ズ
な
ど
を

よ
く
食
べ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
雪

に
覆
わ
れ
る
八
色
の
森
で
は
積
雪

期
の
前
後
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

地
面
を
跳
び
回
っ
て
、
所
々
で
立

ち
止
ま
っ
て
胸
を
は
る
様
子
は
見

て
い
る
と
な
か
な
か
面
白
い
で
す
。

　
ツ
グ
ミ
は
身
近
な
鳥
で
も
あ
り
、

愛
ら
し
い
姿
を
し
て
い
る
た
め
か
、

し
ば
し
ば
人
名
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。「
つ
ぐ
み
さ
ん
」
を
誘
っ

て
八
色
の
森
ま
で
ツ
グ
ミ
の
観
察

に
お
出
か
け
し
ま
せ
ん
か
。

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

新潟県最低賃金 時間額 効力発生日
新潟県で働くすべての労働者に適用 831円 令和２年10月１日

特定最低賃金 時間額 効力発生日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 910円 令和２年12月30日

各種商品小売業 842円 令和元年12月31日

自動車（新車）、自動車部品・附属品小売業 920円 令和２年12月18日



News PlazaNews Plaza

　三用小学校〔芋赤〕の体育館で新年恒例の「校内書き初め大会」が
行われました。地域の人による琴の演奏や書家による大書のデモンス
トレーションが行われた後、児童たちは集中して「雪月花」や「早春
の風」などの文字を書き上げていました。

みなみうおぬまニュースプラザみなみうおぬまニュースプラザ

1月8日㈮ 三用小学校で校内書き初め大会が行われました

　平成12年11月３日開催のしおざわ産業まつりで、西暦2000年を記念し、未来の自分や家族などに宛て
た手紙約850通を封印したタイムカプセルが、21年の時を越えて塩沢公民館で開封されました。
 手紙を書いた地域の人などが参列し、開封されたタイム
カプセルや封入されていたたくさんの手紙を見て、とて
も懐かしそうにしていました。手紙は、３月中旬までに
順次発送されます。

1月28日㈭ 塩沢公民館でミレニアムタイムカプセルの開封式が行われました

　市内の若手農業者による南魚沼産コシヒカリのプ
ロモーション企画「農／KNOW THE FUTURE」の
取り組みとして、第１弾で作成したパンフレットが
第８回「ふるさとパンフレット大賞」の特別賞を、
第２弾となる動画が第１回「新潟ふるさとＣＭ大
賞」のグランプリをそれぞれ受賞しました。
　出演者、制作陣から代表して６人が受賞報告会に
参集し、受賞の喜びを報告しました。

1月28日㈭ 「農／KNOW THE FUTURE」各賞受賞報告会が開催されました

第８回「ふるさとパンフ
レット大賞」特別賞

第１回「新潟ふるさとＣ
Ｍ大賞」グランプリ

ノ　ウ　　         ザ              フューチャー
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発
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2021年

3月
1日
　
第
196号

■
発
　
行

　
南
魚
沼
市
　
〒
949－6696 新

潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
180－1　

電
話
025－

773－
6660（

代
表
）

■
編
　
集

　
総
務
部
　
秘
書
広
報
課

市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

編集後記

救 急 医 療

ほのぼの広場ほのぼの広場

　　　　 【問合せ】保健課　☎773－6811
救急医療のかかり方　　　　　　　　　　　　　　　
① 電話をかける
●南魚沼市民病院　☎788－1222
●魚沼基幹病院　　☎777－3200
●齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください。重症（意識
　がないなど）の場合は119番で救急車を呼んでくだ
　さい
② 電話での指示通りに受診する
　症状などに応じて、他の医療機関を案内する場合が
あります。
•緊急度や重症度によっては診察の順番が前後したり、
　待ち時間が長くなる場合があります。
•できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
夜間に困った時は
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、おう
吐、下痢、けがなど）にご利用ください。
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
●新潟県救急医療電話相談　　対象　15歳以上
　☎025－284－7119（♯7119でも可）
●新潟県小児救急医療電話相談　　対象　15歳未満
　☎025－288－2525（♯8000でも可）
新型コロナウイルスに関する相談
時間　毎日24時間対応（土・日曜日、祝日含む）
●新潟県新型コロナ受診・相談センター
　☎025－256－8275

　２月４日㈭、欠之上クロスカントリース
キーコースで第17回南魚沼市小学校親善
スキー大会（クロカン競技の部）が行わ
れ、市内17校の６年生およそ300人が練
習の成果を競いました。

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）令和３年
１月末日現在

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関する相談
を聞き、制度や運営の改善に生かすための仕組みです。
※定例相談会は毎月１回、第３水曜日に開催します
3月17日㈬ 13：00～15：00 市役所本庁舎南分館
【問合せ】 総務課 防災庶務班　☎773－6660

●人口　  55 ,312人（先月比 －42）
●男　　  27 ,079人（先月比 －21）
●女　　  28 ,233人（先月比 －21）
●世帯数  20 ,063戸（先月比 16）

日にち 行事名・時間・会場など

おはなしのじかん
11：00～11：30　南魚沼市図書館 児童コーナー

読書のつどい「はる」
10：30～11：00、11：15～11：45、14：00～14：30　南魚沼市図書館 多目的室

ＤＶＤ上映会「超SF的社会科見学  ハイテク施設編」
10：30～11：40　南魚沼市図書館 多目的室

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

第３回農業委員会総会
14：00～　大和庁舎３階 旧議場

プラチナデイＤＶＤ上映会「介護に活かすNATSUKI脳科学ストレッチ」
10：30～11：40　南魚沼市図書館 多目的室

27日㈯

11日㈭
７日㈰

13日㈯
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店2階21日㈰

25日㈭
26日㈮

3月のカレンダー3月のカレンダー

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、
広場の利用制限を行っています。ご理解とご協力をお
願いします。
対象　新潟県内に住所がある未就学児と保護者
※ふれ愛広場のみ小学３年生までの児童と保護者
時間　１部９：30～12：00、２部13：00～15：30
　　　 （六日町会場ふれ愛広場のみ16：30まで）

ほのぼの子育て講座　3月9日㈫　9：30～15：30
　「保育園入園について」聞いてみたいことに保育士
が答えます。ささいなことでも大丈夫です。気軽に遊
びに来てください。
来場のみなさんへのお願い
・身分証明書の提示（住所がわかるもの）
・マスク着用（大人のみ）
・水分補給・授乳以外の飲食はできません
※体温が３７.５℃以上ある人は入場できません。咳や 
　熱などの症状がある場合は検温や退場をお願いした
　り、制限人数を超える場合は入場できない場合があ
　ります。ご了承ください

注意
　利用制限は感染症の状況によって変わります。市ウ
ェブサイト（「ほのぼの広場」で検索）
でご確認ください。
　また、子育て支援センターではメー
ルでの情報配信も行っています。右の
ＱＲコードから登録できます。ぜひ、
ご利用ください。

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合があります

　ようやく気候が緩み始め、日も長く
なってきたなと感じています。これか

ら三寒四温の時期を経て本格的な春が訪れることと思
います。３月は年度末で何かと気ぜわしい時期でもあ
ります。我が家では４月から長女が新社会人となりま
すが、新たなスタートが切れるよう見守っていきたい
と思います。（Y．T）

　大 和 会 場　 大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日

　六日町会場　 イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月・火・木～日曜日

　塩 沢 会 場　 塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日

今月の
表紙

 にこにこタイム「カレンダー作り」9：30～15：30
　・大和会場　　３月11日㈭
　・六日町会場　３月16日㈫
　・塩沢会場　　３月17日㈬


